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津市高茶屋二丁目及び城山一丁目地内

塗 装 仕 様
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FRPシート設置工 フロー図FRPシート内部構造

鋼材 第1層目
ウレタン系プライマー

第4層目
紫外線硬化型樹脂

第3層目
紫外線硬化型ポリエステル製FRPシート

第2層目

紫外線硬化型FRPシート設置断面図

保護フィルム(透明）

不織グラスファイバ－シ－ト

グラスファイバ－層

接着面 保護フィルム（青色） ポリエステル樹脂

ガラス繊維入りパテ

ケレン

プライマー塗布 ※ケレン後、4時間以内に1回目を塗布
　タックが無くなってから2回目を塗布

不陸調整

FRPシート貼付 ※空気を出来るだけ抜きながら貼り付ける

FRPシート硬化

※直射日光が当たらない箇所では紫外線照射にて
硬化させる上塗り

※ガラス繊維入りパテを使用し、不陸を行う

端部処理 ※紫外線硬化型樹脂を塗布する

※3種ケレン

(紫外線硬化型FRPシート)
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部分貼り参考図
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腐食部
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※ 断面修復については補修箇所の周囲にコンクリートカッターを使用すること。

　 なお、コンクリートカッター使用時に鉄筋を切断しないようにすること。

※ 断面損傷部の補修においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

※ 鉄筋防錆処理について

 　カップワイヤー等で十分に鉄筋をケレンした後、水洗いを行い下地及び鉄筋を清掃する。

 　防錆材は鉄筋に均一に塗布する。
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※ 脆弱部は全て撤去する事。
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